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１
万
６
６
８
２
人
が
参
加
で
見
事
に
勝
利

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５

　

15
分
間
以
上
の
運
動
を
行
っ
た
住
民

の
参
加
率
を
競
う
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

2
0
1
5
﹂︵
主
催
：
公
益
財
団
法
人
笹

川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
︶
が
5
月
27
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
御
市
の
参
加
は
昨
年
に
続
く
2
回
目

で
、
対
戦
相
手
は
初
参
加
の
奈
良
県
広
陵

町
。
今
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
東
御
市
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
参
加
呼
び
か
け
や
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

う
み
15
分
体
操
﹂
の
D
V
D
作
成
な
ど
、

初
勝
利
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
数
は
、
中
央
公
園
芝
生

広
場
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
親
子
体

操
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
域
や
企
業
、

学
校
、
体
育
協
会
加
盟
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
参
加
な
ど
合
わ
せ
て
1
万
6
6
8
2

人
で
、
参
加
率
53
・
9
％
は
対
戦
相
手
の

奈
良
県
広
陵
町
の
27
・
4
%
を
大
幅
に
上

回
り
、
僅
差
で
敗
れ
た
昨
年
の
雪
辱
を
果

た
し
見
事
に
勝
利
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲具志堅幸司さんによる記念講演

東御市 広
こ う

陵
りょう

町
報告時刻 参加人数

（人）
参加率
（％）

午後１時 1,462 4.2

午後５時 3,685 10.6

午後10時
（最終結果） 9,526 27.4

登録人口　34,823 人

報告時刻 参加人数
（人）

参加率
（％）

午後１時 3,061 9.9

午後５時 7,355 23.8

午後10時
（最終結果） 16,682 53.9

登録人口　30,925 人

VS

早朝ウォーキング（東御中央公園芝生広場）

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
の
5
月
27

日
夜
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
体
操
金

メ
ダ
リ
ス
ト
で
、
日
本
体
育
大
学
教

授
の
具ぐ

志し

堅け
ん

幸こ
う

司じ

さ
ん
を
講
師
に
迎

え
て
記
念
講
演
会
を
市
中
央
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
具
志
堅
さ
ん
は
、
2

度
の
大
け
が
を
乗
り
越
え
、
恩
師
か

ら
の
言
葉
を
支
え
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
出
場
し
た
選
手
時
代
と
、
そ
の

後
の
指
導
者
と
し
て
歩
み
を
紹
介
。

「
自
分
の
目
標
を
言
葉
に
し
、
書
い

た
り
人
に
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
目

標
が
現
実
に
な
る
」「
指
導
者
は
選

手
に
け
が
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

ほ
と
ん
ど
の
け
が
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
」
な
ど
、
選
手
と
し
て
、
指
導

者
と
し
て
の
心
構
え
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

五
輪 

体
操
金
メ
ダ
リ
ス
ト

具
志
堅
幸
司
さ
ん
が

講
演
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●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
64

－

５
８
８
５

学校・
保育園でも

職場でも

地域でも

　市内の学校や保育園な
どでは、独自の運動プログ
ラムが組まれ、子どもたち
は元気いっぱいに体を動か
しました。

　市内の事 業所に
もご参加いただき、
体操やウォーキング、
ごみ拾いなどが各所
で行われました。

　公民館や福祉 施
設では、地域の皆さ
んがそれぞれの体力
に合わせて運動を楽
しみました。

▲ごみ拾いウォーキング（㈱アヅマ）
▲「じゃんけんマラソン」で校庭を駆け回る

（祢津小学校）

▲「レッツ15タイム」で運動あそび（和保育園）

▲マシントレーニングで汗を流す
（ケアポートみまき	トレーニングセンター）

▲高齢者大学の受講生が「ゆっくりラジオ体操」に挑戦
（市中央公民館）

▲区内を巡るウォーキング（白鳥台区）

▲アフターファイブのウォーキング
（シチズンファインデバイス㈱北御牧事業所）

▲太極拳風リズム体操
（祢津公民館らくらく教室）
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市
で
は
、
空
き
家
の
売
買
や
賃

貸
に
関
す
る
情
報
提
供
を
受
け
、

そ
れ
ら
を
公
開
・
仲
介
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
移
住
・
交
流
希
望
者
の
住
宅
確
保
を

支
援
す
る
空
き
家
情
報
登
録
制
度
（
空
き

家
バ
ン
ク
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

海
野
宿
保
存
地
区
は
海
野
宿
の
保
存
を

図
る
た
め
の
申
合
せ
や
制
約
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、
数

件
の
空
き
家
・
空
き
建
物
が
活
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
海
野
宿
保

存
会
が
窓
口
に
な
り
、
市
教
育
委
員
会
と

建
設
課
と
が
連
携
を
と
っ
て
空
き
家
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
聴
き
す
る
と
と
も
に
、
市
の
主
要
課
題
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
市
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
5
月
11
日
か
ら
5
月
19
日
ま
で
の
期
間
、
各
地
区
で
開

催
し
、
各
区
や
各
種
団
体
の
役
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
一
般
市
民

の
皆
さ
ん
も
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
懇
談
会
で
は
国
と
と
も
に
市
が
進
め
る
人
口
減

少
の
克
服
と
地
方
の
創
生
を
同
時
に
行
う
た
め
の
施
策
で
あ
る

﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
に
つ
い
て
も
お
示
し
し
、

人
口
減
少
の
現
状
と
、
こ
れ
に
対
し
て
今
後
取
り
組
む
べ
き
将
来

方
向
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す

る
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

︱
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
︱

平成27年度まちづくり懇談会の開催状況

開 催 日 開 催 地 区 参加者数

5月11日（月） 田 中 地 区 66名

5月12日（火） 滋 野 地 区 47名

5月13日（水） 祢 津 地 区 59名

5月18日（月） 北御牧地区 62名

5月19日（火） 和 地 区 60名

合　　計 294名

海
野
宿
保
存
地
域
内
の

空
き
家
対
策
等
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

▲北国街道海野宿
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不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、

環
境
保
全
監
視
員
や
外
部
委
託
に

よ
る
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

監
視
活
動
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
原
則
と
し
て
土
地
所
有

者
の
管
理
責
任
に
お
い
て
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
不
法
投
棄
が
大
量

の
場
合
な
ど
、
対
応
に
苦
慮
す
る
場
合
は
、

生
活
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
通
報
も
貴

重
な
情
報
手
段
で
す
の
で
、
不
法
投
棄
が

あ
っ
た
場
合
は
、
具
体
的
な
場
所
や
状
況

に
つ
い
て
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
の
観
光
地
や
観
光
的
施
設

を
有
機
的
に
つ
な
げ
、
点
か
ら
面

へ
シ
フ
ト
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
う
観
光
、
体
験
す

る
観
光
と
い
っ
た
、
多
彩
な
楽
し
み
方
が

で
き
る
滞
在
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
、

滞
留
時
間
を
長
く
し
て
い
く
た
め
の
シ
ス

テ
ム
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
を
基
軸
に
し
た
観
光
振
興
へ
も

取
組
み
、
長
時
間
滞
在
し
て
も
ら
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
組
織
に
よ
る
案
内
看
板
設
置
や
来

訪
者
の
休
憩
場
所
の
設
置
の
検
討
な
ど
は
、

滞
在
型
観
光
地
と
し
て
の
受
け
入
れ
態
勢

向
上
の
た
め
の
優
れ
た
取
り
組
み
で
す
の

で
、
今
後
更
に
他
地
域
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

商
業
施
設
の
誘
致
は
、
基
本
的

に
個
々
の
事
業
者
に
よ
る
経
済
活

動
で
あ
り
ま
す
が
、
機
会
を
捉
え
関
係
者

へ
出
店
を
お
願
い
し
、
希
望
事
業
者
へ
の

協
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
婚
活
講
座
の
開
催
、

未
婚
女
性
を
対
象
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
、
東
御
市
商
工
会
青
年
部
が
実
施
す

る
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
補
助
金
交

付
、
各
地
区
の
結
婚
相
談
員
に
よ
る
結
婚

相
談
事
業
へ
の
補
助
金
交
付
、
不
妊
不
育

症
治
療
に
対
す
る
補
助
金
交
付
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　市では、市民の皆さんから市政に対
するご意見やご提言をいただき、市政
運営に反映できるよう、市民の皆さん
の声をお聞きする〝広聴活動〟を行っ
ています。
　5地区で毎年1回開く「まちづくり
懇談会」のほか、「ふれあい市長室」
（5月、8月、11月、1月の年4回）や「市
政への提言　私のひとこと」（4月、7月、
10月、1月の年4回）実施しています。
　開催日程等については、市報お知ら
せ版や市ホームページで事前にお知
らせしますので、ご確認ください。
　皆さんの貴重なご意見をお待ちして
います。

観
光
資
源
の
高
度
化
に
つ
い
て

山
林
等
へ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

商
業
施
設
の

誘
致
に
つ
い
て

結
婚
政
策
を
含
め
た

　
少
子
高
齢
化

対
策
に
つ
い
て

皆さんの声を
お聞かせください

●問い合わせ先
　企画財政課　企画政策係
　☎64－58９３

▲不法投棄
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松
く
い
虫
駆
除
防
除
剤
の

容
器
が
放
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
回
収
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

現
在
、
市
が
松
く
い
虫
駆

除
で
使
用
し
て
い
る
ビ
ニ
ー

ル
・
薬
剤
容
器
は
環
境
に
配
慮
し
た
生
分

解
（
土
に
戻
る
）
す
る
も
の
を
使
用
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

分
解
い
た
し
ま
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
・
薬
剤
容
器
の
販
売
元
に
よ

り
ま
す
と
、
薬
剤
の
効
果
は
使
用
か
ら

概
ね
2
週
間
継
続
し
、
使
用
し
て
い
る
ビ

ニ
ー
ル
は
概
ね
1
年
か
ら
2
年
、
薬
剤
容

器
は
概
ね
5
年
経
過
す
る
と
分
解
が
始
ま

り
ま
す
が
、
使
用
場
所
に
よ
っ
て
は
日
照

等
の
具

合
で
分

解
ま
で

に
時
間

が
か
か

る
こ
と

も
あ
る

と
の
こ

と
で
す
。

平
成
27
年
4
月
実
施
分

市
政
へ
の

提
言

　﹁
市
政
へ
の
提
言
＂
私
の
ひ
と
こ
と
＂﹂

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
12
件
の
投
書
を
い
た
だ
い
た
中

か
ら
2
つ
の
ご
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
文
章
を
要
約

し
た
り
文
言
を
一
部
修
正
し
た
り
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
い
た
だ
い
た
ご
提
言
は
、
今
後
の
市
政

運
営
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
海
野
宿
で
、
観
光
客
の
み

な
さ
ん
に
宿
場
を
案
内
で
き

る
ガ
イ
ド
を
養
成
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

旅
行
者
の
学
習
的
・
体
験

的
な
志
向
に
対
応
し
、
ま
ち

歩
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
養
成
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
、
旅
行
者
満
足
度
を
高
め
て

い
く
た
め
に
極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
本
年
度
か
ら
地
域

観
光
ガ
イ
ド
の
養
成
と
組
織
の
設
立
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
の
観
光
協
会
に
地
域

観
光
ガ
イ
ド
部
会
を
設
置
し
、
市
民
へ
広

く
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
呼

び
か
け
、
ガ
イ
ド
人
材
の
養
成
と
ガ
イ
ド

派
遣
の
仕
組
み
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

地
域
観
光
ガ
イ
ド
養
成
へ
の
取
り
組
み

は
、
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
自

然
資
源
、
歴
史
、
文
化
を
、
地
域
住
民
が

皆
で
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
ひ

い
て
は
郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
育

ん
で
い
く
効
果
も
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

〝
私
の
ひ
と
こ
と
〞

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課 

企
画
政
策
係

　

☎
64

－

５
８
９
₃

地
域
お
こ
し
協
力
隊

５
人
目
が
着
任

　
6
月
15
日
付
け
で
、
新
た
な
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
服
部
幸
子
さ
ん
が
着
任
し
ま

し
た
。

　
服
部
さ
ん
の
担
当
分
野
は
地
域
情
報
発

信
支
援
で
、
4
月
に
着
任
し
た
4
名
の
隊

員
と
と
も
に
、
発
見
や
気
づ
き
を
大
切
に

し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

地域おこし協力隊

服
はっとり

部　幸
さち

子
こ

（埼玉県白岡市）

　

こ
ん
に
ち
は
！
私
は
東
御
が
好
き

で
す
。
蒼
い
空
に
浮
か
ぶ
ア
ル
プ
ス

山
脈
に
出
会
う
と
、「
帰
っ
て
き
た

～
～
」
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
東
京
出

身
の
私
に
は
変
な
表
現
で
す
が
、
思

わ
ず
目
を
閉
じ
て
深
呼
吸
を
し
ま
す
。

私
に
は
田
舎
が
あ
り
ま
せ
ん
。＂
田

舎
＂
と
は
、
成
長
や
変
化
の
時
に
、

自
身
を
振
り
返
っ
た
り
、
物
事
を
受

け
止
め
る
こ
と
を
助
け
て
く
れ
る
居

場
所
で
、
素
直
に
な
れ
た
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
私

の
瞼
に
浮
か
ぶ
風
景
の
あ
る
東
御
を
、

こ
れ
か
ら
の
私
の
＂
田
舎
＂
に
し
た

い
で
す
。
だ
か
ら
、
東
御
の
皆
さ
ん
！

色
々
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（2015年 7月）市報とうみ 6



第1段階の介護保険料が引き下げられます

平成27年8月から
介護サービスの利用者負担が変わります

　平成 27年 4月の介護保険法改正により、消
費税率引き上げによる公費を投入して低所得者
の保険料軽減を行う仕組みが設けられました。
これにより、所得段階が第1段階に該当する方
の保険料は、右表のとおり引き下げられます。
　なお、年金からの天引きで介護保険料を納め
ている方は、10月からの保険料で調整します。

　これまで利用者負担は一律 1割に据え置かれて
きましたが、8月から一定以上の所得がある方※に
ついては 2割負担になります。
　なお、要介護（要支援）認定を受けているすべて
の方に、各自の負担割合を記載した「負担割合証」
を 7月下旬に送付します。

　低所得者（住民税非課税世帯）の方の施設利用に
係る食費・部屋代については、申請により負担が
軽減されていましたが、8月以降は要件が追加され、
住民税非課税世帯の方でも、①と②のいずれかに該
当する場合は負担軽減の対象外となります。

　特別養護老人ホームの相部屋（多床室）の入所者※

のうち、食費・部屋代の負担軽減を受けていない方
については、8月から部屋代負担が必要になります。
　なお、具体的な部屋代の負担額は各施設へお問い
合わせください。

※ショートステイ（短期入所生活介護、予防短期入所生活
介護）の利用者も含む。

※収入が年金のみの場合は年収 280万円以上の方、年金以
外の収入がある場合は合計所得金額が160万円以上の方
が2割負担になります。ただし、同一世帯の 65歳以上の
方の所得が低い場合などは1割負担になることもあります。

　介護サービスの利用者負担には月々の負担上限が
あり、これを超えたときはその超過分が「高額介護
サービス費」として支給されています。
　これまで月々の負担上限は最高で 37,200 円（一
般世帯）でしたが、世帯内に現役並みの所得がある
65 歳以上の方がいる場合は、8月から 44,400 円
に引上げられます。

一定以上所得者の利用者負担が 2割に 食費・部屋代の負担軽減基準を変更

特養老人ホームの相部屋（多床室）の
部屋代負担が必要に高額介護サービス費の上限額を引き上げ

①配偶者（別世帯を含む）が住民税課税者である
②預貯金等が単身で1,000万円、夫婦で2,000万

円を超える

所得／第1段階
●生活保護を受けている方
●世帯全員が住民税非課税で、

老齢福祉年金を受けている
方、または前年の合計所得金額
＋課税年金収入が80万円以下
の方

保険料
（27～29年度）

30,000円/年

26,700円/年

軽減

介護保険料（第1段階）と
利用者負担が変わります
●問い合わせ先 　福祉課　高齢者係　☎64 －8888

　費用負担の公平化を図るための制度改正として、所得が低い方の
保険料の一部軽減と、一定以上の所得がある方の利用者負担の引
き上げが行われます。

市報とうみ（2015年 7月）7



●問い合わせ先	　市民課　市民係　☎75 －2007

　マイナンバーとは、複数の機関がそれぞれで管理している個人情報を、同一人のものとして特定するため

の基盤として、今年の10月から国民一人ひとりに付される12桁の個人番号です。

　今月号では、10月から市民の皆さんの元へお届けするマイナンバーが記載された「通知カード」と、来年

1月から希望者に交付する「個人番号カード」について解説します。

（社会保障・税番号制度）
マイナンバー制度が始まります

2

平成27年
10月以降
順次

全市民へ「通知カード」を送付します
　今年の10月以降、市に住民票を有するすべての方に、
1人1つのマイナンバーを記した「通知カード」などを簡
易書留にて送付します。

平成28年
1月～ 希望者に「個人番号カード」を交付します

　「個人番号カード」とは、ICチップ付きのカードで、券面には氏名、住所、生年月日、個人番号な
どに加え、顔写真も掲載されます。身分証明書として利用できるほか、国税の電子申告（e-Tax）など
の手続きにも利用できます（次頁参照）。
　なお、行政手続でマイナンバーの情報提供を求められた場合に、通知カードは免許証等の本人確
認証明書の提示が併せて必要になりますが、個人番号カードについてはその必要はありません。

　個人番号カードの交付を希望する方は、通知カードとともに送付される申請書を同封の返信用
封筒に入れて地方公共団体情報システム機構へ郵送するか、市へ直接申請してください。平成
28年 1月から順次交付いたします。
　なお、初回発行手数料は無料です。

●個人番号カードの交付を受けるには…

【送付書類】
●通知カード（世帯全員分）
●個人番号カード交付申請書
　（返信用封筒付き）
●マイナンバーの説明書類

マイナンバーイメージキャラクター
愛称：マイナちゃん

大切な書類です。
まちがって
捨てないでね！

住所確認のお願い
　「通知カード」は住民票の住所へ世帯ごとに送付
しますで、次に該当する方は、必ず正しい住所地へ
の届出をお願いします。

●住民票の住所地と異なる場所に
お住まいの方
●転出届と転入届の両方がお済み
でない方

（2015年 7月）市報とうみ 8



　マイナンバーは、手続きのために行政機関等に提供する場合を除き、
むやみに他人へ提供することはできません。
　また、他人のマイナンバーを不正に入手することや、業務で他人の
マイナンバーを取り扱う者が、マイナンバーや個人の秘密が記録され
た情報ファイルを不当に他者へ提供することは処罰の対象になります。
　マイナンバーやカードを取り扱う際は、十分に注意しましょう。

※住民基本台帳カードは平成 27 年 12 月末で発行・交付が終了しますが、有効期限まではお使いいただけます。
※住民基本台帳カードをお持ちの方が、個人番号カードを取得した場合は、その時点で住民基本台帳カードは廃止・回収となります。

個人番号

12345…

マイナンバーやカードの
取り扱いに関する注意点

通知カード
（H27年10月以降順次）

個人番号カード
（H28年1月～）

住民基本台帳カード
（H27年12月まで）

平成27年12月末で発行・交付を終了

住民基本台帳カード

住民基本
台帳カード

生年月日
氏　　名
住　　所

連 絡 先

昭和＊＊年＊＊月＊＊日
住基　花子
○○県○○市○○町○丁目○番○号

△△市役所市民課 TEL:123-456-7890

△△市
20○○年○月○日まで有効

個人番号　1234　5678　9012　
氏　　名

生年月日

※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※

平成 10 年 3 月 31 日

個
人

番
号

カ
ー
ド

個人番号　1234　5678　9012　
氏　　名

生年月日

※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※

平成 10 年 3 月 31 日

個
人

番
号

カ
ー
ド

連絡先： 0000000000000000000000
 0000000000000000000000

. . .

. . .
. . .
. . .電子証明書

有効期限

通知カード

（案）

表面
（案）

裏面
（案）

個人番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2

氏　　名 ※※　※※

住　　所 ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
 ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

平成10年03月31日生 性別　女
発行　平成27年10月＊＊日 ○○市長

◦個人番号を券面に記載
◦顔写真なし

●手数料
◦無料
　（ただし、再発行は有料）

●有効期限
◦なし

●用途
◦行政機関の窓口等で個人番号の提供

を求められた際に利用（ただし、免許
証等の本人確認書類が併せて必要）

◦個人番号を券面に記載（裏面）
◦顔写真あり

●手数料
◦無料（電子証明書を含む）
　（ただし、再発行は有料）

●有効期限
◦発行日から申請者の10回目の誕生日

まで（ただし、未成年者は5回目の誕
生日まで）

※電子証明書（署名用・利用者証明用）
は発行日から5回目の誕生日まで

●用途
◦身分証明書として利用
◦個人番号を確認する場面で利用（就

職、転職、出産育児、病気、年金受給、
災害等）

◦電子証明書による民間部門を含めた
電子申請・取引等における利用

◦住民票コードの券面記載なし
◦顔写真は選択性

●手数料
◦500円
　（電子証明書の搭載で別途500円）

●有効期限
◦発行日から10年
※電子証明書（署名用）は3年

●用途
◦身分証明書としての利用が中心

個人番号
カード

サインパネル領域

個
人

番
号

カ
ー
ド

氏　　名

住　　所

生年月日

※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

平成 10 年 3 月 31 日　　性別　女

2026 年 3 月 31 日まで有効
セキュリティコード　1234

平日 9 時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く）

マイナンバー制度に関するお問い合わせは 最新の情報は

※ナビダイヤルは通話料がかかります。
※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応は、☎0570－20－0291へおかけください。
※一部 IP 電話等で上記ダイヤルにつながらない場合は、☎050－3816－9405におかけください。

http://www.cas.go.jp/jp/
seisaku/bangoseido/

☎0570－20－0178（全国共通ナビダイヤル） マイナンバーの
ホームページ

マイナンバー 検索
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後期高齢者医療制度に 関するお知らせ
　

現
在
お
使
い
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）」
の

有
効
期
限
は
、
平
成
27
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
8
月
1
日
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
8
月
1
日
以
降
は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、保
険
証
の
色
は
橙
色
（
旧
）
か
ら
黄
色
（
新
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　

保
険
証
を
更
新
す
る
際
、
平
成
27
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
7
月

31
日
ま
で
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
を
、
平
成
26
年
中
の
収
入

な
ど
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
判
定
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
市
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険

者
の
方
及
び
そ
の
方
と
同
一
世
帯
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険
者
の
方
。

◦
被
保
険
者
全
員
の
平
成
26
年
度
の
市
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万

円
未
満
の
方

◦
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
た
方

（
注
）
平
成
27
年
8
月
1
日
以
降
で
、
判
定
に
係
る
所
得
額
や
世
帯
判

定
対
象
者
の
構
成
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
随
時
一
部
負
担
金

の
割
合
を
判
定
し
直
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
一
部
負
担
金
の
割
合
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
、
そ
の
間
に
受
診
し
た

一
部
負
担
金
も
再
計
算
し
ま
す
。

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金
の
割
合

●
３
割
負
担

●
１
割
負
担

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
「
基
準
収
入
額
の
適
用
申
請
」

を
し
、
認
定
さ
れ
た
場
合
は
負
担
割
合
が
1
割
に
な
り
ま
す
。

◦
被
保
険
者
1
人
世
帯
で
そ
の
方
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

の
方

◦
被
保
険
者
複
数
世
帯
で
被
保
険
者
の
方
の
収
入
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
方

◦
被
保
険
者
1
人
世
帯
で
そ
の
方
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
以
上

で
あ
る
が
、
同
一
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
収
入
を
含
め

た
収
入
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の
方

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

旧 橙 色
有効期限
平成27年 7月31日

新 黄 色
交付年月日
平成27年 8月1日
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後期高齢者医療制度に
　

保
険
証
と
併
せ
て
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

も
更
新
し
ま
す
。

　

す
で
に
有
効
期
限
が
平
成
27
年
7
月
31
日
ま
で
の
減
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
で
、
引
き
続
き
減
額
認
定
証

の
交
付
対
象
と
な
る
方
全
員
に
、
新
し
い
減
額
認
定
証
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

な
お
、
減
額
認
定
証
の
交
付
に
際
し
て
は
、
該
当
す
る
被
保
険
者
の

方
々
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
減
額
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
減
額
認
定
申
請
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市民税非課税世帯の被保険者（適用区分Ⅰ・Ⅱ）
の方は、減額認定証を医療機関に提示することで、
入院や外来で、窓口で支払う自己負担限度額及び
入院時の食費・居住費が引き下げられます。
　なお、世帯内に平成26年分所得等の申告をされ
ていない方がいると、市民税非課税世帯に該当しま
せん。

区分Ⅰ：	市民税非課税世帯の各所得が必要経費・
控除（年金の所得は控除額を80万円として
計算）を差し引いたときに0円となる方。

区分Ⅱ：	市民税非課税世帯の方で区分Ⅰ以外の方。

①
﹁
適
用
区
分
Ⅱ
﹂
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
平
成
27
年

8
月
以
降
の
申
請
月
以
前
12
月
以
内
の
入
院
日
数
が
91

日
以
上
と
な
る
方
で
、
長
期
入
院
該
当
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
方

②
今
ま
で
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
で
、
は
じ
め
て
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方

※
申
請
さ
れ
る
際
は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
、
保
険
証
及
び
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
期
入
院
該
当
認
定
に
つ
い
て
は
、
入

院
が
91
日
以
上
と
な
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
医
療
機
関
の
証
明
書
ま

た
は
領
収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係	

☎
75

－

８
８
１
０

 

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
６

－

２
２
９

－

５
₃
２
０

限
度
額
適
用
・

　
　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

限度額適用・標準負担額減額認定証
（減額認定証）とは
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害防止全国強調月間です
おらほの子ども

　

今
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
や
被
害
防
止
に
つ
い
て
考
え
る

月
間
で
す
。

　

で
も
そ
の
前
に
、
わ
が
家
、
そ
し
て
お
ら
ほ
の
地
区
で
は
健
や

か
な
子
ど
も
の
顔
が
見
え
ま
す
か
？

　

青
少
年
が
非
行
に
走
る
の
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
は
ず
で
す
。

児
童
虐
待
の
認
知
件
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
！

窃
盗
犯
は
小
学
校
６
年
生
・

中
学
校
１
年
生
か
ら
始
ま
り
ま
す

　先般、東京都足立区では、両親が当時3歳の息子をウサギ用のケー
ジに監禁し、食事を2～3日に1回しか与えず、死亡させたという事
件がありました。

　万引きや乗り物盗などの窃盗犯は、小学校 6年生から中学校1年生
の時期に始まり、中学校3年生から高校1年生で一番多くなっています。
　進学などによる環境の変化に慣れない子どもたちの話に耳を傾け、
SOSのサインを見落とさないように家庭でも見守ってあげましょう。

74

73

1
16

県内における児童虐待の認知件数

350

300

250

200

150

100

50

0

件

H22年 H23年 H24年 H25年 H26年

身体的虐待
ネグレクト

性的虐待
心理的虐待

63

75

7
16

101

104

3
15

118

127

7
13

152

130

6

26

（長野県警察本部少年課「平成26年少年補導の概況」を基に作成）

※ネグレクトとは、親が育児を放棄すること。

0 3 2 0 2 0 0 3 0 1
6
1 3

20

4
9

31

5
11

51

7

34

65

5

34

67

15 18

38

13 9

25

9
4

18
8

県内の少年による窃盗犯の件数（H26年）

80

70

60

50

40

30

20

10

0

件

8歳以下 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳

乗り物盗
万引き
その他

（長野県警察本部少年課「平成26年少年補導の概況」を基に作成）
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7月は青少年の非行・被
地域で育てよう

東
御
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

市
中
央
公
民
館
で
6
月
4
日
、

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
は
、
山や

ま

嵜ざ
き

義よ
し

人と

会
長
よ

り
、
長
年
に
わ
た
る
青
少
年
健
全

育
成
活
動
の
功
績
を
た
た
え
、
2

名
の
方
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

長
年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育

成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
指
導
者

の
皆
さ
ま
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

◇非行防止・被害防止は、温かな地域の声かけから始まります

◇非行防止・被害防止は、温かな家庭から始まります

　　家庭はもちろん、地域、駅、店舗、
通学路など、行き交う青少年に「お
はよう」「おかえり」と愛の声かけ
をしましょう。

 　無関心は非行や犯罪を助長さ
せます。特に店舗や駅など、青少
年が多く集まる場所で積極的にあ
いさつの声掛けをしましょう。

　　家族の団らん、コミュニケーション、家族の絆が子どもたちの
心を安定させます。家族の笑顔、子どもの笑顔あふれる家庭を築
きましょう。

青少年の非行・被害防止強調月間の取り組み

愛のひとこえ運動

　

総
会
終
了
後
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
侍
学
園
ス
ク
オ
ー
ラ
・
今イ

マ

人ジ
ン

の

長な
が

岡お
か

秀ひ
で

貴た
か

理
事
長
に
よ
る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
子
ど
も
が
不
全
状

態
に
あ
る
家
庭
の
「
経
済
的
貧

困
」「
社
会
的
貧
困
」「
文
化
的
貧

困
」
と
い
う
3
つ
の
貧
困
を
と
り

あ
げ
、
中
で
も
親
が
そ
う
と
気
づ

か
ず
に
非
常
識
な
行
動
習
慣
を
子

ど
も
に
見
せ
た
り
、
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
）
に
及
ん
だ
り
す
る

「
文
化
的
貧
困
」
が
大
き
な
障
害

に
な
っ
て
い
る
と
話
が
あ
り
ま
し

た
。

受
賞
者
（
順
不
同
）

古ふ
る

川か
わ　

一か
ず

男お　

様

（
祢
津
地
区
友
遊
ク
ラ
ブ
）

栁や
な
ぎ
さ
わ澤　

一か
ず

馬ま　

様

（
田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会
）

　

長
岡
さ
ん
は
、
不
登
校
の
子
ど

も
を
そ
の
ま
ま
学
校
に
戻
そ
う
と

す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
別
の

選
択
肢
を
与
え
て
し
っ
か
り
と
話

を
聞
い
て
あ
げ
る
事
が
必
要
で
あ

り
、
人
生
の
中
で
ご
く
短
い
学
齢

期
だ
け
で
そ
の
後
の
数
十
年
を
決

め
つ
け
な
い
で
欲
し
い
と
訴
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
家
庭
内
で
子
ど
も
に
役

割
を
与
え
、
出
来
た
事
を
承
認
し

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課 

青
少
年
教
育
係

　

☎
64

－

５
９
０
６

て
あ
げ
る
事
に
よ
っ
て
「
自
己
肯

定
感
」
を
育
み
、
さ
ら
に
人
に
必

要
と
さ
れ
る
喜
び
を
知
っ
て
欲
し

い
と
い
う
話
も
あ
り
、
お
よ
そ

１
８
０
名
の
来
場
者
は
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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2　申込方法
⑴　提出書類
　①採用試験受験申込書
　②履歴書（総務課で交付するもの）
　③職務履歴書（「上級社会人経験者」の応募者のみ）
　④写真2枚（提出書類①及び②へ貼付）
⑵　申込書・履歴書用紙の請求
　　申込書等は、市総務課に直接請求するか、市のホー
ムページから用紙をダウンロード（A4サイズの普
通紙に印刷）してお使いください。
　　郵送で請求される場合は、封筒の表に「試験申込
用紙請求」と朱書きし、140 円切手を貼付した宛
名明記の返信用封筒（角型 2号）を同封の上、請
求してください。

平成28年 4 月採用予定 市職員を募集します

⑶　受付期間
　　平成27年７月６日（月）から平成27年7月29日（水）
まで（郵送の場合、締切日消印有効）

3　採用試験
⑴　第一次試験
　◦試 験 日	 平成 27年 9月20日（日）
　◦場　　所	 東御市役所
　◦試験内容	 教養・専門試験、適性検査、小論文
⑵　第二次試験
　◦試 験 日	 平成 27年 10月下旬
	 	 （第一次試験合格者に通知します。）
　◦場　　所	 東御市役所
　◦試験内容	 個人面接等
※詳しくは、総務課総務係でお渡しする受験案内、また
は市ホームページでご確認ください。

●申込書提出・問い合わせ先　総務課　総務係　☎ 64 − 5876

1　試験区分、採用予定人員及び受験資格等
【一般職】

【病院専門職】

試験の種類及び区分 採用予定人員 受　験　資　格　等

上　級

行　　　　政 若 干 名 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、大学を卒業した人（平成28年3月までに卒業見込み
の人を含む。）

土　　　　木 若 干 名 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、大学の専門課程を卒業した人（平成28年3月までに
卒業見込みの人を含む。）

建　　　　築 若 干 名 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、大学の専門課程を卒業した人（平成28年3月までに
卒業見込みの人を含む。）

社会人経験者 若 干 名 昭和55年4月2日以降に生まれた人で、上記の受験資格に該当し、かつ、民間企業等の経験
が通算5年以上ある人 （※詳細は、別途受験案内をご確認ください。）

初　級

事　　　　務 若 干 名 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、高等学校卒業程度の学力を有する人

土　　　　木 若 干 名 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、高等学校、短期大学、高等専門学校及びこれらと同等
と認められる学校の専門課程を卒業した人（平成28年3月までに卒業見込みの人を含む。）

建　　　　築 若 干 名 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、高等学校、短期大学、高等専門学校及びこれらと同等
と認められる学校の専門課程を卒業した人（平成28年3月までに卒業見込みの人を含む。）

保 育 士 若 干 名 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格を有している人（平成28年3月31日ま
でに取得見込みの人を含む。）

保 健 師 若 干 名 保健師の資格を有している人（平成28年3月31日までに取得見込みの人を含む。）

栄 養 士 若 干 名 栄養士の資格を有している人（平成28年3月31日までに取得見込みの人を含む。）

試　験　区　分 採用予定人員 受　験　資　格　等

薬 剤 師 若 干 名 薬剤師の免許を有する人または平成28年の春までに行われる国家試験により、当該免許を
取得する見込みの人

臨 床 工 学 技 士 若 干 名 臨床工学技士の免許を有する人または平成28年の春までに行われる国家試験により、当該
免許を取得する見込みの人
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保
健
補
導
員
と
な
っ
た
昨
年
は
、
市
の

研
修
会
や
地
区
の
活
動
、
区
の
活
動
と
何

が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
1
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
、
今
年
は
な
ん

と
東
御
市
保
健
補
導
員
会
の
会
長
と
な
り

ま
し
た
。
出
来
る
だ
け
任
務
を
全
う
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
補
導
員
の
任
務
は
自
ら
健
康
に
関

心
を
持
ち
、
研
修
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
を

家
族
や
地
域
の
人
に
広
め
る
こ
と
。
こ
こ

で
は
、
5
月
25
日
に
行
わ
れ
た
研
修
会
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、
最
近
増
加
し
て

い
る
大
腸
が
ん
。
実
際
に
大
腸
が
ん
に
か

か
っ
て
治
療
し
て
い
る
方
か
ら
直
接
お
話

を
聞
く
こ
と
で
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て

異
常
が
あ
っ
た
と
き
は
憶
測
で
怖
が
っ
た

り
大
丈
夫
と
思
っ
た
り
せ
ず
、
ち
ゃ
ん
と

病
院
へ
受
診
し
て
先
生
に
相
談
と
質
問
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
が
ん
検
診
の
中
で
、

「
大
腸
が
ん
検
診
」
は
受
診
券
も
予
約
も

不
要
で
市
内
の

病
院
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
40
歳
以

上
の
方
は
、
ぜ

ひ
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
ね
。
が

ん
が
怖
い
か
ら

検
診
を
受
け
な

い
の
で
は
な
く
、

検
診
を
受
け
て

早
期
発
見
、
そ

し
て
早
期
治
療

を
す
れ
ば
怖
く

な
い
の
で
す
。

大腸がんに罹る
数はこの30年で
約６倍に増え、
女性のがん死亡  
 原因の第１位。

かか

んが域地「 ータンセ報情策対んがータンセ究研んが立国：典出
           登録全国推計によるがん罹患データ（1975年～2008年）」  

がん罹患数 男女（全年齢）
り  かん 

1975 1980 1990 2000
年

2008

10

8

6

4

2

0

12

2位
大腸がん

万人

約1.8万人

約11.2万人
胃がん

肺がん
乳がん

子宮頸がん

資料提供：
NPO法人ブレイブサークル運営委員会

大腸がん検診の定期的な受診で
大腸がんで亡くなるリスクが
６０～８０％減ります！

優木蒼

出典：平成16年度　厚生労働省がん研究助成「がん検診の適切な方法とその評価法の　　            確立に関する研究」班『有効性評価に基づく大腸がん検診ガイドライン』

だい  ちょう

資料提供：NPO法人ブレイブサークル運営委員会

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

　
　
　
　
　（
18
チ
ー
ム
出
場
）

　

優　

勝　

田
沢
部

　

準
優
勝　

第
四
分
団
Ａ

　

３　

位　

上
八
部

　

４　

位　

西
宮
部

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部
】

　
　
　
　
　（

6
チ
ー
ム
出
場
）

　

優　

勝　

第
四
分
団

　

準
優
勝　

第
六
分
団

　

３　

位　

第
五
分
団

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
】

　
　
　
　（
15
名
出
場
・
敬
称
略
）

　

優　

勝　

尾お

山や
ま　

昌ま
さ

臣お
み

（
上
八
部
）

　

準
優
勝　

依よ

田だ　

雄ゆ
う

大た

（
下
八
部
）

　

３　

位　

依よ

田だ　

伸し
ん

一い
ち

（
下
八
部
）

　

４　

位　

中な
か

村む
ら　

　

正た
だ
し

（
南
部
部
）

　

6
月
14
日
、
第
12
回
東
御
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
、
同
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
東
御
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
確
保
が
厳
し
い
中
、
選
手
た
ち
は
早
朝
・
夜
間
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
12
回
東
御
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
結
果

▲火点を目掛けて放水

▲規律と音の正確さが求められるラッパ吹奏

保
健
補
導
員
会
だ
よ
り会長

　
小こ

ば
や
し林

　
富ふ

士じ

子こ
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任
期
満
了
を
迎
え
た
公
平
委
員

の
宮
原
則
子
さ
ん
を
、
5
月
24
日

付
け
で
再
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
27
年
5
月
24
日
か

ら
平
成
31
年
5
月
23
日
ま
で
の
4

年
間
で
す
。

　

佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合
か
ら

の
推
薦
を
受
け
、
同
組
合
理
事
の

渡
邉
幹
夫
さ
ん
を
6
月
1
日
付
け

で
新
し
い
農
業
委
員
に
選
任
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
同
組
合
前
理
事
で
、
平

成
21
年
か
ら
選
任
に
よ
る
委
員
を

務
め
て
い
た
栁

や
な
ぎ
さ
わ澤
實み

の
るさ
ん
は
、
5

月
31
日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
1
名
を
再
任
し
ま
し
た

新
し
い
農
業
委
員
を
選
任
し
ま
し
た

公
平
委
員（
再
任
）

　
宮み
や

原は
ら

　
則の

り

子こ
︵
曽
根
︶

新
　
農
業
委
員

　
渡わ
た

邉な
べ

　
幹み

き

夫お
︵
八
反
田
︶

担
当
地
区
：
中
八
重
原
、芸
術
む
ら

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
64

－

０
５
₃
５

●
問
い
合
わ
せ
先

　

公
平
委
員
会
事
務
局

　

☎
64

－

５
８
１
０

個
人
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

19
日
に
は
4
つ
の
追
加
議
案
を
含

め
て
総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
が

さ
れ
、
22
日
か
ら
各
常
任
委
員
会

で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果

等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
8
月

発
行
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
議
会
第
2
回
定
例
会
が
6
月

4
日
開
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
前
年
度
予

算
繰
越
報
告
の
ほ
か
、
一
般
・
特

別
会
計
予
算
に
係
る
議
案
3
件
を

は
じ
め
、条
例
関
係
の
議
案
3
件
、

そ
の
他
1
件
の
計
7
議
案
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

15
日
と
16
日
に
は
、
10
名
の
議

員
か
ら
市
政
運
営
等
に
つ
い
て
の

　

市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
へ
の
移
住

を
希
望
す
る
方
や
移
住
後
間
も
な
い
方
へ
の
支
援
を
行
う

「
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
募
集
し
、5
名
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

5
名
は
い
ず
れ
も
県
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
、
今

後
、
市
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自

ら
の
経
験
を
活
か
し
て
移
住
希
望
者
な
ど
か
ら
の
相
談
を
受

け
る
ほ
か
、
移
住
者
同
士
の
交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
に
も
尽

力
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
市
の
移
住
・
定
住
促
進
事
業
を

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
開
設
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
も
助
言
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

企
画
政
策
係　

☎
64

－

５
８
９
₃

市
議
会
第
2
回
定
例
会

初
日
₇
議
案
を
提
案

定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

委
嘱
し
ま
し
た

▲定住アドバイザー（敬称略・左から）　児
こだましゅんいち

玉俊一（東上田）、谷
たにぐちひろし

口博（曽

根）、宮
みやあきともこ

秋智子（芸術むら）、小
こいけ た か お

池孝雄（赤岩）、山
やまだあきよし

田顕義（奈良原）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

☎
64

－

５
８
１
０
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今
月
は
運
動
と
血
圧
の
関
係
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

様
々
な
研
究
な
ど
か
ら
、
適
度

な
運
動
に
は
左
図
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
血
圧
を
安
定
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

交感神経の働き
の低下による血
管の拡張、血液
循環の改善

血圧上昇効果を
持つインスリン
の相対的な分泌
量の減少

利尿作用の活発
化による体液量
の減少

肥満の改善によ
る相対的な血液
量の減少

　

運
動
が
高
血
圧
を
改
善
す
る
と

い
っ
て
も
、
や
み
く
も
に
運
動
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
や
り
す
ぎ
や

強
す
ぎ
る
運
動
は
逆
効
果
に
な
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

高
血
圧
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

は
、
自
己
流
で
運
動
を
始
め
る
と

危
険
で
す
。
必
ず
、
事
前
に
医
師

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

高
血
圧
予
防
編
４

健康保健課
健康増進係
☎64-8883

適
度
な
運
動
で

血
圧
が
安
定
！

適度な運動で血圧が安定するメカニズム

ず
く
を
出
し
て

運
動
を
継
続
さ
せ
よ
う
！

　

血
圧
の
改
善
に
効
果
的
な
の
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
で
す
。
軽
く
息
が
は
ず
ん
だ
り

少
し
汗
ば
ん
だ
り
す
る
程
度
の
運

動
を
1
日
30
分
以
上
、
週
3
～
4

日
程
度
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
急
に
運
動
を
始
め
る
の
は
負

担
だ
と
い
う
方
は
、
掃
除
や
買
い

物
な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
身

体
活
動
量
を
増
や
す
こ
と
か
ら
始

め
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

重
要
な
の
は
短
期
間
で
や
め
ず
に

継
続
す
る
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
「
T
O
M
I
ず
く
だ

す
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
、
ず
く
を
出
し
て
自
分
の

健
康
を
維
持
す
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
身
体

活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
上
手
に
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

有酸素運動は1日30分以上を目標に！
※10分を3回でもOKです

日々の生活の中で、無理なく身体活動
量を増やしてみましょう！

　

こ
の
図
か
ら
、
運
動
に
は
血
圧

の
安
定
の
み
な
ら
ず
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
・
改
善
に
も
効
果
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

血圧の安定

(gomi)
No.128

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係 ☎63-681₄

　

6
月
の
「
第
12
回
東
御
市
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
月
間
」
で
は
、

市
内
各
地
で
道
路
や
河
川
な
ど
の

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
が
回
収

さ
れ
た
ほ
か
、
道
路
沿
い
の
雑
草

が
刈
り
取
ら
れ
て
東
御
市
の
美
し

い
景
観
が
保
た
れ
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
早
朝
よ
り
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
6
月
7
日
と
14
日
の
清

掃
に
よ
り
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
と
川
西
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
さ
れ
た
ご
み
は
合
計
13
ト
ン
で

し
た
。

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
な
く
な
る

こ
と
で
、
来
年
は
ご
み
の
山
が
小

さ
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　

月
間
中
は
、
た
く
さ
ん
の
刈
り

草
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
で
、
こ
れ
ら
の
刈
り
草
を
焼

却
処
分
す
る
と
経
費
が
か
か
り
ま

す
。
堆
肥
に
し
て
土
に
戻
す
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
方
法
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　

環
境
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み

に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

日
々
の
生
活
の
中
で
簡
単
に
で
き

る
も
の
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間

を
少
し
短
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
日
続
け
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と

良
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

刈
っ
た
草

　
燃
や
す
な
捨
て
る
な

リ
サ
イ
ク
ル

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

月
間
を
終
え
て
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間
も
な
く
梅
雨
が
明
け
て
暑
い

夏
が
や
っ
て
来
ま
す
。
夏
は
冷

房
の
使
用
に
よ
り
電
力
使
用
量

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期
で
す

が
、
市
で
は
節
電
を
進
め
る
た
め
、

ゴ
ー
ヤ
や
朝
顔
な
ど
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

　

市
役
所
で
も
本
館
西
側
に
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し

た
。
小
さ
な
苗
は
気
温
の
上
昇
と

と
も
に
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

夏
本
番
を
迎
え
る
頃
に
は
た
く
ま

し
く
な
っ
て
、
強
い
日
差
し
を

遮
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
も
環
境
と
お
財
布
に
や

さ
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

土
つち

屋
や

　亮
りょうたろう

太郎くん（田中）
（１歳、H26. 7. 4生）

神
かみ

谷
や

　太
た

壱
いち

くん（常田）
（１歳、H26. 7. 5生）

齋
さい

藤
とう

　善
よし

保
やす

くん（片羽）
（１歳、H26.07.10生）

傘
かさ

木
ぎ

　瑠
る

奈
な

ちゃん（原口）
（１歳、H26.07.13生）

市
いち

川
かわ

　そらくん（桜井）
（１歳、H26.07.23生）

小
お が わ ら

川原　陽
ひな

大
た

くん（加沢）
（１歳、H26.07. 7生）

野
の

口
ぐち

　虹
なな

翔
と

くん（伊勢原）
（１歳、H26.07.11生）

棚
たな

木
ぎ

　茉
ま

凛
りん

ちゃん（切久保）
（１歳、H26.07.17生）

　亮太郎、毎日たくさん遊んで、モリモ
リ食べて、元気に大きくなったね。１歳
おめでとう♥

　１歳おめでとう♥ハイハイしたりお
しゃべりしたり元気いっぱい！！太壱の
笑顔が大スキだよ♥たくさん笑って楽し
く過ごしていこうね。

　よしくん、１歳おめでとう！これから
もかわいい笑顔をいっぱい見せてね♥

　瑠奈ちゃん１歳おめでとう。いっぱい
笑って、いっぱい食べて、パパみたいに
大きくなぁ～れ。

　パパ、ママも１歳。そら！これからも
泣いて笑って一緒に成長していこうね。
生まれてきてくれてありがとう

　ひなた１歳おめでとう♥我が家のアイ
ドル！これからも明るく元気に、みんな
の太陽でいてね！！

　お誕生日おめでとう★生まれてきてく
れてありがとう！虹翔君の笑顔に毎日癒
されてるよ！元気いっぱい大きくなって
ね♥

　茉凛の笑顔にいつも癒されてるよ♥
保育園でも皆に可愛がってもらって嬉し
いね。莉凛お姉ちゃんとも仲良く元気
に大きくなってね！！

誕生日おめでとう！（7月生まれ）

（対象者 ₈月生まれの 1
●

 歳）

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画
財政課広報担当までお送りください。締め切りは、7月9日（木）必着。

☆募集します！！☆

す す 育
く く てとうみっ子!!

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
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田
中
児
童
館
で
は
現
在
１
３
１

名
の
児
童
が
、
放
課
後
や
長
期
休

み
に
児
童
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
利
用
児
童
の
保
護

者
を
代
表
し
て
、
小こ

嶋じ
ま

汐せ

菜な

さ
ん

（
2
年
生
）、豹ひ

ょ
う
が珂

く
ん
（
1
年
生
）

の
お
母
さ
ん
に
、
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

姉
は
、
一
輪
車
を
し
た
り
、
友

だ
ち
と
遊
ん
だ
り
す
る
の
が
好
き

な
よ
う
で
す
。
弟
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
が

元
気
発
信
！
子
育
て
施
設

　　　田
中
児
童
館
の
話
題

好
き
な
よ
う
で
す
。
児
童
館
で
は
、

学
校
の
ク
ラ
ス
以
外
の
友
だ
ち
と

も
遊
べ
る
の
で
、
友
だ
ち
の
輪
が
広

が
っ
て
、
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

姉
は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
る

妹
の
お
弁
当
や
水
筒
を
い
つ
の
間

に
か
、
洗
っ
て
お
い
て
く
れ
た
り

し
て
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
々
、家
族
の
た
め
に
夕
飯
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
間
は
、
カ
レ
ー

を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
弟

も
手
伝
い
た
い
と
言
っ
て
、
姉
弟

で
台
所
に
並
ん
で
、
野
菜
を
切
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、
学
校
や
児
童
館
で
あ
っ
た
こ

と
、
何
を
し
て
遊
ん
だ
か
等
、
話

を
聞
く
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

田
中
児
童
館
で
は
、
今
後
も

保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
児
童
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
遊
び
場
と
し
て
、

よ
り
よ
い
児
童
館
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中
児
童
館
館
長

おいしいヘルシー
クッキング

102

彩り冷奴
（1人分：エネルギー92kcal・塩分0.4g）

木綿豆腐（1/4丁）、みょうが（1個）、青じそ
（1枚）、きゅうり（40g）、小ねぎ（10g）、酢
（小さじ1/2）、しょう油（小さじ1/2）、ご
ま油（1ml）

材　料（4人分）

❶豆腐をクッキングペーパーに包み、水を
切る。
❷みょうが・青じそ・きゅうりを細切り、小
ねぎを小口切りにする。
❸皿に豆腐と②を盛る。
❹酢・しょう油・ごま油をまぜ、③にかける。

作り方

減塩ポイント
　しょう油を酢で割ることで、お
いしく減塩できます。

　北御牧小学校で 6 月 6 日、校庭
運動会が開催されました。大勢の
保護者や地域の皆さんが見守る中、
子どもたちは全力で各競技に取り組
み、日頃の練習の成果を披露してい
ました。

北御牧小学校
運動会

フォトレポート

お
子
さ
ん
が
児
童
館
で

好
き
な
遊
び
は
何
で
す
か
？

家
庭
で
は
、お
子
さ
ん
と

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
す
か
？
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マ
ラ
ラ
さ
ん
の
勇
気

お
お
に
し

み
ち
お

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

大
西

　道
夫

（134）

　

二
〇
一
四
年
度
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受

賞
者
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
は
、
パ
キ

ス
タ
ン
出
身
の
十
七
才
の
女
性
で
、
世
界

中
の
人
々
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
は

受
賞
に
あ
た
っ
て
「
こ
の
賞
は
、
た
だ
部
屋

に
し
ま
っ
て
お
く
た
め
の
メ
ダ
ル
で
は
な
い
。

終
わ
り
で
は
な
く
始
ま
り
に
す
ぎ
な
い
。」

と
全
世
界
に
向
か
っ
て
宣
言
し
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ラ
さ
ん
は
一
九
九
七
年
に
生
ま
れ

た
若
き
男
女
同
権
論
者
、
そ
し
て
人
権
運

動
家
で
す
。
ス
ン
ニ
派
の
家
庭
に
生
ま
れ
、

父
親
の
経
営
す
る
女
学
校
に
通
い
、
医
者

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
に
武
装
勢
力
パ
キ
ス
タ
ン
・

タ
ー
リ
バ
ン
運
動
が
、
一
家
の
住
む
ス
ワ
ー

ト
渓
谷
を
支
配
す
る
と
恐
怖
政
治
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
女
性
に
対
し
て
教

育
を
受
け
る
権
利
を
奪
っ
た
だ
け
で
な
く
、

教
育
を
受
け
よ
う
と
し
た
り
推
進
し
よ
う

と
し
た
り
す
る
者
の
命
を
狙
う
よ
う
に
な

り
、
人
々
は
恐
怖
に
怯
え
な
が
ら
生
き
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

彼
女
は
十
一
歳
の
時
に
、
ス
ワ
ー
ト
渓

谷
の
惨
状
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
の
ブ
ロ
グ
に
、

タ
ー
リ
バ
ン
に
よ
る
女
子
校
の
破
壊
活
動

の
批
判
や
女
性
へ
の
教
育
の
必
要
性
を
訴

え
る
活
動
の
様
子
を
投
稿
し
、
英
国
メ
デ
ィ

ア
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
タ
ー
リ

バ
ン
か
ら
命
を
狙
わ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

十
五
才
の
時
、
通
っ
て
い
る
中
学
校
か
ら

の
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
銃
撃
さ
れ
、

頭
部
と
首
に
二
発
の
銃
弾
を
あ
び
、
瀕
死

の
重
傷
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幾
度

か
死
線
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
再
手
術
を

繰
り
返
し
、
奇
跡
的
に
回
復
し
、
二
カ
月

半
ぶ
り
に
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
の
国
際
連
合
本
部
で
、「
私

に
は
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
。
遊
ん

だ
り
歌
っ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
街
を

歩
い
た
り
、
発
信
す
る
権
利
が
あ
る
。
タ
ー

リ
バ
ン
は
私
達
の
よ
う
な
人
間
を
恐
れ
て
い

る
。
仮
に
私
が
命
を
失
っ
た
と
し
て
も
、
教

育
を
受
け
る
権
利
の
尊
さ
に
比
べ
た
ら
大

し
た
こ
と
で
は
な
い
。」
と
握
り
こ
ぶ
し
を

振
り
上
げ
な
が
ら
毅
然
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
た

め
に
命
が
け
の
彼
女
の
姿
は
、
イ
ス
ラ
ム

女
性
の
希
望
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
と

は
実
情
が
大
き
く
違
う
た
め
、
他
国
の
話

と
と
ら
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、

男
女
共
同
参
画
が
叫
ば
れ
、
随
分
改
善
さ

れ
つ
つ
は
あ
り
ま
す
が
、
心
の
奥
深
く
の

所
で
、
ま
だ
ま
だ
旧
態
依
然
と
し
た
意
識

が
生
き
続
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
マ

ラ
ラ
さ
ん
の
明
快
な
主
張
を
聞
く
に
つ
け
、

私
達
は
自
身
の
心
の
あ
り
よ
う
に
自
問
し

て
み
た
い
も
の
で
す
。

7
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

︻
い
き
も
の
︼

　
み
ん
な
地
球
に
生
き
て
る
仲
間

◦
森
の		

い
の
ち

小こ

寺で
ら　

卓た
く

矢や

：
文
・
写
真

ア
リ
ス
館

◦
み
い
つ
け
た
！
が
っ
こ
う
の
ま
わ
り

の
い
き
も
の
⑧　

か
た
つ
む
り

須す

田だ　

研け
ん

司じ

：
監
修　

久く

保ぼ　

秀ひ
で

一か
ず

：
写
真

　

Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ

◦
ハ
ト
は
な
ぜ
首
を
振
っ
て
歩
く
の
か

…
…
…
藤ふ

じ

田た　

祐ま
さ

樹き

：
著

◦
あ
な
た
は
こ
う
し
て
だ
ま
さ
れ
る

…
…
…
多た

田だ　

文ふ
み

明あ
き

：
著

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
で

　

寝
た
き
り
は
防
げ
る
！

…
…
…
内う

ち

田だ　

輝て
る

和か
ず

：
著

◦
や
り
残
し
た
こ
と…

…
…
北き

た

野の　

武た
け
し

：
著

◦
鷹
ノ
目

…
…
…
犬い

ぬ

飼か
い　

六ろ
っ

岐き

：
著

◦
本
物
そ
っ
く
り
！
昆
虫
の
立
体
切
り
紙

…
…
…
今い

ま

森も
り　

光み
つ

彦ひ
こ

：
作

◦
ひ
つ
じ
の
ブ
ル
ル

…
…
…
さ
い
と
う　

の
り
こ
：
作

◦
鬼
の
お
っ
ぺ
け
ぽ
ー

…
…
…
大お

お

島し
ま　

妙た
え

子こ

：
絵

◦
も
り
の
ホ
テ
ル

…
…
…
ふ
く
ざ
わ　

ゆ
み
こ
：
作

◦
さ
ん
か
ん
び
に
お
め
で
と
う
！

…
…
…
つ
が
ね　

ち
か
こ
：
絵

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ₄

5 ❻ ₇ 8 ₉ 1₀ 11
12 � 1₄ 15 16 1₇ 18
1₉ 2₀ � 22 23 2₄ 25
26 � 28 2₉ 3₀ �

7月の開館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間 平日／9:00～18:30
 土・日・祝日／9:00～17:00

新
着
本
案
内

一
般
書

児
童
書

東御市立図書館 ☎64-5886

図
書
館
へ
行
こ
う
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お
か  

だ

し
ん 

ぺ
い

身
体
教
育
医
学
研
究
所

　所
長

　岡
田

　真
平 �

い
で
し
ょ
う
が
、
本
来
の
力
が
引
き
出
さ

れ
つ
つ
あ
る
の
か
な
、
さ
ら
に
も
っ
と
い

け
る
の
で
は
な
い
か
な
、
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
以
上
に
準

備
期
間
中
か
ら
良
い
雰
囲
気
で
、
多
く
の

人
た
ち
か
ら
、「
頑
張
ろ
う
ね
」「
協
力
す

る
よ
」
と
い
う
あ
り
が
た
い
言
葉
を
沢
山

い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
今
回
、
特
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
市
民
参
加
型
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
う
み
15
分
体
操
」
の
制

作
は
、「
地
域
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
」
と

い
う
思
い
が
つ
ま
っ
た
映
像
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
も
出
た
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
市
長
さ
ん
の
耳
に
届
い
た
、

と
い
う
の
も
う
れ
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
「
や
ろ
う
ぜ
！
」
と
言
え
ば
「
よ
し
や

ろ
う
！
」
と
み
ん
な
が
思
え
る
地
域
は
素

敵
だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
主
役
、
み
ん
な
が
応
援
団
。

と
う
み
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
…

　

来
年
5
月
最
終
水
曜
日
の
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」
に
向
け
て
、
ま
た
皆
で
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
関
連
情
報

http://w
w

w
.ssf.or.jp/

practice/challenge/2015/

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
初
勝
利
！
」
今
月

号
の
紙
面
は
き
っ
と
盛
り
上
が
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

関
係
者
の
一
人
と
し
て
、
改
め
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
懸
け
る
思
い
や
今
後
へ
の

期
待
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
目
的
は
、「『
住

民
の
健
康
づ
く
り
』
や
『
ス
ポ
ー
ツ
振

興
』、『
地
域
の
活
性
化
』
の
き
っ
か
け
づ

く
り
」（
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
よ
り
）
で

す
が
、
私
自
身
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
意
味

合
い
は
、「
15
分
か
ら
だ
を
動
か
そ
う
！

と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信

と
行
動
の
実
行

を
通
し
た
地
域

力
の
再
確
認
」

で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

東
御
の
地
域
力

が
去
年
（
41
・

3
％
）
か
ら
今

年
（
53
・
9
％
）

に
急
に
上
昇
し

た
わ
け
で
は
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
懸
け
る

思
い
と
今
後
へ
の
期
待

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
と
な
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
契
約
解
除
を
す

る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
な
ど
の
書
面
で
相
手

方
へ
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

◦
契
約
年
月
日　
　

◦
商
品
名

◦
商
品
金
額　
　
　

◦
契
約
販
売
会
社

◦
解
約
す
る
旨　
　

◦
住
所
・
氏
名

◦
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
期
間
内

に
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ハ
ガ
キ
（
文
書
）
の
文
面
と
送
付
先
の

写
し
を
と
り
、
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　生活環境課生活安全係では、専門の消
費生活相談員が相談に応じています。クー
リング・オフの手続きなどで不明な点があ
る場合は、お気軽にご相談ください。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
生
活
環
境
課　

生
活
安
全
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－
５
５
８
０

－

１
７
０
２

　

※
月
～
金
（
年
末
年
始
、祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
ま
で

◦
長
野
県
東
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
27

－

８
５
１
７

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　
ク
ー
リ
ン
グ
・オ
フ
の
手
続
き

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

通　知　書
次の契約を解除することを通知します。

支払った代金●●●●円を返金し、
商品を引き取ってください。

契約年月日 平成●年●月●日
商品名 ●●●●
商品金額 ●●●●円
販売会社 株式会社●●●
 　　　●●営業所
 担当者　●●　●●
クレジット会社 ●●●●株式会社

平成●年●月●日

長野県東御市県281－2
東 御 　 太 郎

◦
特
定
記
録
郵
便
や
簡
易
書
留
等
で
送
付

し
、
送
付
記
録
を
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
、

販
売
会
社
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
双
方

へ
同
時
に
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

通知書の記入例 記
載
項
目

注
意
点
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〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

₇ 月の納税 （納期限 7月31日）

◦固定資産税・都市計画税（2期）
◦国民健康保険税（普通徴収）（2期）
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）（1期）
◦介護保険料（普通徴収）（1期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成₂₇年 ₅ 月 平成₂₆年 ₅ 月
最高気温 ₃₂.₉℃（₃₀日） ₃₁.₈℃（₃₁日）
最低気温 － ₃.₉℃（₁₁日） － ₃.₆℃（₀₇日）
平均気温 ₁₈.₁℃ ₁₆.₆℃
平均湿度 ₅₅.₅％ ₅₇.₃％
降 水 量 ₂₂.₅㎜ ₄₇.₀㎜

市内交通事故統計  5月分
平成27年 5月31日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 ₁₃件 ₇₀件 ＋₀₅件
傷 　 者 ₁₇名 ₈₉名 ＋₁₈名
死者（注2） ₀₀名 ₀₀名 ±₀₀名

こちら119（東御消防署）
＝ 5月の火災・救急件数＝

火災 0件 （13件） 救急 91件 （448件）

（注1）平成27年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

　固定資産の所有者である私の夫が今年 5 月に
亡くなったのですが、どのような手続きをすれば

よいでしょうか？

　固定資産の所有者が亡くなられた場合、法務局
で相続登記の手続きをしていただきます。今年中

に相続登記が完了すれば、翌年度から登記名義人の方
に課税となります。
　また、今年中に登記が完了しない場合には、法定相
続人の方全員が連帯して納税義務を負うことになりま
す。亡くなられた方に代わって固定資産税を納付する
代表者について、市に「相続人代表者指定届出書」を
提出してください。
　なお、年末までに登記を完了していない方には、こ
の届出書を送付しますので提出をお願いします。

　私には兄と共有名義の土地がありますが、持分
が 2 分の 1 ずつとなっているので、毎年送られ

てくる納税通知書を 2 分の 1 ずつの税額に分割して、
別々に送ってもらうことはできますか？

　共有物の各共有者は、地方税法第 10 条の 2 に
より連帯して納付する義務を負うため、納税通知

書を分割することはできません。

まるごと生活百科まるごと生活百科
ワンポイント
　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス

カッコ内は平成27年1月からの累計

●問い合わせ先
　税務課　資産税係　☎ ₆₂－₁₁₁₁︵代表︶

土地・家屋の所有者が亡くなったら…

持分割合に応じた
　　　　　固定資産税の分割は…

（2015年 7月）市報とうみ 22



〈広告欄〉

　追納の申し込みは、お近くの年金事務所で行ってくだ
さい。
　その後、追納用の納付書により原則古い期間の保険料
からお支払いいただきます。

◦追納が承認された月の前10年を越えた期間の保険料
については、追納することはできません。
◦保険料の免除または猶予を受けた期間の翌年度から起
算して、3年度目以降に保険料を追納する場合、承認
を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が
上乗せされますので、早めの追納をお勧めします。
◦全額免除や納付猶予、学生納付特例に承認された方が、
平成27年度中に追納する場合の追納保険料額（加算
額を含む）は表のとおりです。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75 －8810

国 民 年 金 アド バ イ ス

＠とうみあっと

QRコード市内火災情報、災害情報、
不審者情報など

配信情報

tomi_jh@eml.city.tomi.nagano.jp

　登録をご希望の方は、下記の
メールアドレスへ空メールを！
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。
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※一部納付（一部免除）の方の追納額は、日本年金機構のホー
ムページをご覧ください。

※平成27年度中に追納する場合は、平成28年₃月末日までに
お支払いください。

　国民年金保険料の免除や猶予、学生納付特例を受けた期間がある場合、全額納付したときに比べ、受け取れる
年金額が減額されます。
　将来受け取る年金額を減らさないためにも、保険料を後から納付する「追納」をお勧めします。

平成2₇年度中に追納する場合の保険料（月額）
平成17年度 14,880円 平成22年度 15,430円
平成18年度 14,930円 平成23年度 15,220円
平成19年度 14,960円 平成24年度 15,070円
平成20年度 15,090円 平成25年度 15,040円
平成21年度 15,160円 平成26年度 15,250円

追納には申し込みが必要です

注意事項

受け取る年金額を
減らさないために おすすめします「追納」

【例】 平成17年10月から18年 6月までの全額免除分を追納すると…

 1₄，88₀円× 6 カ月 ＋ 1₄，₉3₀円× 3 カ月
 ＝13₄，₀₇₀円
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ートピックスー　地域の話題

▲ラッパ吹奏に挑戦！

　芸術むら公園で₅月23日、県や東信森林管理所などの主催で「第
27回上小地区森林祭」が開催されました。
　この日は、上小管内の小学生や協賛企業、地域の皆さんなど約
450名が参加。松くい虫被害木を伐採した約0.8ha に、コナラやイ
タヤカエデ、ヤマザクラなど計₇種、1,550本の苗木を植樹しました。
　また、会場では、来年の全国植樹祭で使う苗木を家庭等で育てる
「苗木のホームステイ」のPR活動も行われ、希望者にポット苗が
無料で配られました。

　有限会社永井農場（現・株式会社永井農場）の元社長、永
なが

井
い

忠
ただし

さん（東上田）が、今年度の春の叙勲で旭日双光章を受章し、
₆月₂日に市役所で受章の喜びを報告しました。
　永井さんが社長を務めた同社は、後継者不足に悩む農家の水
田を借り受けて水稲経営を拡大させる一方、野菜や果樹、酪農
を組み入れた複合経営を展開。さらに₆次産業化にも取り組み、
中山間地農業の維持・発展に大きく寄与しています。
　永井さんは、今回の受章について「大変恐縮している」と控
えめに話しながらも、「気がつけば、皆が農業から離れていた。
このような中で、日本の農業はどうあるべきかを考えてきた」
と農業に対する思いを力強く語っていました。

　₅月30日、市の天然記念物「オオルリシジミ」の観察
会が、八重原にあるシチズンファインデバイス（株）北
御牧事業所の敷地内で開かれました。
　オオルリシジミは、環境省のレッドデータブックで絶
滅危惧Ⅰ類に分類される希少種で、市内では「北御牧
のオオルリシジミを守る会」（小

こ

山
やま

剛
たかし

会長）が保護活
動に取り組み、毎年この観察会を開いています。参加
者は、食草クララにとまるオオルリシジミを見つけると、
カメラを向けてしきりにシャッターを切っていました。

　八重原グラウンドで₅月31日、市消防団第五分団（滝
たき

澤
ざわ

栄
えい

一
いち

分団長）による子ども向けの放水体験会が開かれました。
　この体験会は、消防団活動に対する子どもたちの関心を高
め、将来の団員確保につなげようと昨年から開かれているも
ので、今年は約20名の親子が参加。分厚い防火服に身を包ん
だ子どもたちは、緊張した面持ちで実際の消火活動で使われ
る放水ノズルを握り、手元に伝わる水の力に驚いた表情を見
せていました。

希少種　オオルリシジミを守ろう！
八重原で恒例の親子観察会

消防団ってかっこいい！
第五分団が子ども向け放水体験会

永井忠さん　旭日双光章受章を報告

100年先の森づくりを目指して
第27回上小地区森林祭

▲受賞の喜びを報告する永井さん（写真右）

▲火点目掛けて放水！

▲参加者の手にとまるつがい

▲植樹作業に取り組む参加者

▲オオルリシジミを発見！
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ートピックスー　地域の話題

　₆月21日から24日までの₃泊₄日の日程で、滋野小学校₄～₆年生の
児童30名が、滋野コミュニティーセンターで寝食を共にしながら学校に
通う「通学合宿」をしました。
　この通学合宿は、地域づくり組織「しげの里づくりの会」（唐

から

澤
さわ

光
みつ

章
のり

会長）が中心となって組織した実行委員会が企画したもので、児童の自
主性や協調性などを育むことを目的としています。スマートフォンやゲー
ム機の持ち込みが禁止された環境の中、児童たちはサポート役で参加
した地域の大人たちや長野大学の学生らと共に食事づくりや掃除、レ
クリエーションに取り組み、共同生活の楽しさや難しさを味わいました。

　₆月20日、東京芸術大学と地域づくり組織「御牧ふれあいの郷づく
り協議会」（水

みず

科
しな

勝
まさ

吉
よし

会長）の両者は、共に連携して地域おこしに取
り組むことを目指して、初めての会合を北御牧公民館で開きました。
　この日は、大日向出身で同大教授の保

ほ

科
しな

豊
とよ

巳
み

さんが指導する油画
第₅教室から助手₁名、大学院生₆名が会合に参加。同協議会の会員
らにアートを活用した地域プロジェクトの事例を紹介したほか、北御
牧地区に点在するため池を観光資源として活用することや、火のアー
トフェスティバルの活性化策などを提案しました。両者は今後、会合
を毎月1回程度開き、連携事業を具体化させていく予定です。

　市文化会館西側の市道沿いにある花壇で₆月₆日、東御市建設業
協会（飛

ひ

知
ち

和
わ

昌
まさ

明
あき

会長）による毎年恒例の花植え作業が行われました。
　市内の建設業者で構成する同協会は、地域貢献活動の一環として、
10年以上にわたりこの花壇の手入れを続けています。この日は加盟す
る45社から約50名が参加し、入念に雑草を取り除いてから、定植作
業が行われました。
　今回定植されたのは、サルビアやマリーゴールド、ベゴニアなどの
ポット苗約1,600株で、夏から秋にかけて道行く人の目を楽しませてく
れそうです。
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湯
の
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アートの力で北御牧を盛り上げよう！
東京芸術大学との連携がスタート

花で地域に彩りを…
市建設業協会が道路沿いの花植え作業

共同生活で自主性と協調性を
滋野小児童　₃泊₄日の通学合宿

▲食事では地域の皆さんとの会話を楽しむ

▲学生らによるプレゼンテーション

▲花壇の整備に汗を流す建設業者

で
き
ご
と
短
信
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（6月1日現在）

世帯数
₁₁,₇₇₈世帯︵＋₁₆︶

総人口
₃₀,₈₄₁人︵－ ₉︶
男 ₁₅,₂₀₉人︵－ ₈︶
女 ₁₅,₆₃₂人︵－ ₁︶

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入 ₅₇人
転出 ₆₅人
出生 ₁₅人
死亡 ₁₆人

※カッコは前月対比
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平成27年
7月1日発行

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時3₀分～午後 5 時15分）と
させていただきます。
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エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
●午後 4時～
　　午後 4時 55 分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

　市では、市内で地域づくりやボランティア活動を行う市民活動団体を市ホームページで紹介しています。
　登録をご希望の団体は、ホームページから申請書をダウンロードし、必要事項を記入、押印の上、下記へ
提出してください。
●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎71－6790 東御市　市民活動団体 検索

市 民 活 動 団 体 登 録 制 度 の ご 案 内

本を読む会「ほたる」
　当会は、「今後の生き甲斐を見つけたい」「社会
貢献につながる活動がしたい」との思いを持つ、
県シニア大学の卒業生10名ほどが集まって平成
15年に発足したボランティア団体です。本を読
む機会が少ない時代の中、自分たちで本を選び、
それを声に出して読むことで皆さんに感動を与え
る活動を続けています。会の名称「ほたる」には、

「皆さんの心に、ほたるのようなやさしい小さな
光を届けたい…」、そんな願いが込められています。
　主な活動の場は市内の保育園や小学校、図書館、
福祉施設などです。毎回15 ～ 30分の短い時間で
はありますが、絵本の読み聞かせや歌などを通じ
て地域の子どもたちや高齢者の皆さんと交流して
います。

心にやさしい小さな光を届けます！

　当会の活動の魅力は、地域の子どもたちの成
長を見守れることです。保育園から小学校低学年
の児童を対象に読み聞かせを行っていますが、子
どもたちの聞く姿勢や反応からその成長を実感し、
元気をもらっています。
　これからも、「楽しかった！」の元気な一声を
励みに活動を続け、子どもたちが本を好きになる
きっかけづくり、ひいては豊かな感情を養う情操
教育のお役に立てたらと願っています。

子どもたちの成長の一助に…


